
数ヶ月間,自分は USRA という世界中の天文学者、ロケット工学、宇宙医学などの研究者が

集まる組織へ所属しました。ここでは主に入ったら行われるであろう宇宙飛行士の起立試

験の手順を丁寧に学んでいました。実際にはミッションに参加しなければこれを覚えるこ

ともないのですが、のちにこれが思いがけず役に立つことはこの時には知る由もありませ

んでした。 USRA での生活は針の筵のようでもありましたが英語の勉強にはなりました。

お昼になると皆さんが集まる部屋に行きそこで働く５.６人の方々全員中年のおばさまたち

の前で片言の英語で毎日話をする日々でした。部屋からは野生の鹿を見ることができ本当

に自然の中で充実した日々を送ることができていました。そんなある日、とうとう NASA

のヘッドクオーターから NASA JSC 施設内への許可証が下りました。すでに７月にはいっ

ていて暑い夏の光を今も覚えております。 USRA の方々はとても喜んでくれて昨年イタリ

アからきた研究員はとうとう最後まで NASA 内には入れずそのまま帰国したとのことこと

でした。NASA への道は遠かったですがとうとう来たぜという感じでした。入る当日にはヘ

ッドのジャニスが出迎えてくれて私はタツと呼ばれました。すぐにジャニスはタツは千秋

を知っているかときかれたのでテレビでは見たことありますと答えるとこれから千秋の発

射があるからそれを会議室で見よう連れて行かれました。会議室の中ではそこに居る研究

者の方々をモニターに釘付けになっていて、本当に自分はあの NASA の中にいるのだろう

かと３回ほど自分の頬をつねったことを覚えています。写真は帰還後に私を訪ねてきてく

れた向井千秋宇宙飛行士と撮影したものです。 

 


